
《風水害》　タイムライン
中央区 秋葉町

《想定》　秋葉町災害の可能性　→　天竜川氾濫による洪水災害、三峰川氾濫による洪水災害
《避難》　避難経路：　秋葉神社集合　→　（洪水災害）商工会議所・市営球場、（土砂・洪水災害）商工会議所、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度

目安の時間 警戒レベル 取るべき行動 町内会の行動 秋葉町役員の行動

早期注意報
災害への心構えを

高める

１．ＴＶ、ラジオ、スマートホン等から気象情報を収集
２．ハザードマップで自分の家が危険地域か確認
３．非常持ち出し品の用意
４．秋葉神社前に本部設置

１．ＴＶ，ラジオ、スマートホン等から気象情報収集（雨量50/h以上は特に注意）
２．ハザードマップから危険箇所を再確認（洪水ハザードマップ）
３．一次避難所、避難ルート確認（商工会議所、市営球場）
４．連絡先（行動可能な組長）を確認
５．災害発生が昼間と夜間それぞれの時の連絡先を確認しておく

大雨・洪水注意報
氾濫注意情報

避難行動を確認

１．気象情報に注意委
２．避難場所、避難経路を確認（商工会議所と市営球場）
３．非常持ち出し品を直ぐに持ち出せるように用意
４．近所の高齢者、要支援者に避難準備の声掛け
５．家族の所在と連絡方法の確認

１．台風規模、雨量、天竜川水位等の情報収集（中央防災LINE）
２．高齢者、要支援者マップの確認（民生委員と打合せ）
３．危険地域の高齢者、要支援者の確認（当該役員）
４．高齢者、要支援者に避難準備の連絡（当該役員）
５．危険地域の組長に避難準備の連絡（避難先も明確にする）
　　　洪水、土砂災害が同時に起きた場合は商工会議所に避難
　　　洪水のみならば商工会議所か市営球場に避難

大雨・洪水警報
氾濫警戒情報

高齢者等は
避難開始

〈高齢者等避難〉

１．気象情報によって行動できるように準備
２．自分の家の安全を確保
３．避難できる服装に着替える
４．携帯電話を充電しておく
５．近所の高齢者の避難支援
６．体の悪い人は早めに避難開始

１．高齢者、要支援者に避難開始連絡（該当組長に連絡）
２．危険地区の情報収集（該当組長等から）
３．情報収集により危険地区組長に避難開始連絡（総代、副総代）
４，区へ高齢者等の避難情報報告（総代）

土砂災害警戒情報警報
氾濫危険情報

危険な場所から
避難開始
〈避難指示〉

１．危険を感じたら避難を始める（避難指示がなくても）
２．隣近所に危険を知らせる
３．家族の安否確認（携帯電話で連絡を取る）
４．避難先を総代に確認

１．危険地区組長に避難開始の連絡（総代、副総代）
２．市営球場に秋葉町防災本部設置（行動可能な役員）
　　　※商工会議所のみが避難所となれば会議所に本部設置
３．行動可能な組長に避難所への避難誘導連絡〈当該役員）
　　　※秋葉町防災本部設置

大雨特別警報/災害発生
命を守る行動
〈緊急安全確保〉

１．避難完了
２．避難先を総代に連絡

１．町内の避難者状況、安否確認（避難者から情報収集）
２．町内の被災状況（避難者から近所の情報を聞き取る）
３．区へ避難者の状況、災害の状況を報告（総代）
　　　※聞き取りは町内会役員全員から行う
　　　※区との連絡は中央区防災ＬＩＮＥで行う

【目標】　危険になる前に避難できる準備をしよう！/地域一体となりとなり、逃げ遅れゼロを達成しよう！
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